
 

 

  

 
 

2023 年度 年次大会報告書 
 

・開催日

 
・開会の挨拶(支部長)・北陸本部長挨拶 

報告事項 

1. 2023・2024 年度富山県支部役員 

2. 2022 年度事業報告 

3. 2022 年度決算報告 

4. 2023 年度事業計画 

5. 2023 年度予算 

 

公益社団法人 日本技術士会 北陸本部 富山県支部 
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１．2023・2024 年度富山県支部役員  

 

役 職 氏 名 委員等 所 属 部 門 

支部特別顧問 佐渡 正   佐渡技術士事務所 建設 

支部長 市森 友明   ＮｉＸ ＪＡＰＡＮ(株) 建設・総監 

副支部長 田知 清英 広報委員 ヤマト地質調査(株) 応用理学・総監

副支部長 櫻井 幹郎 広報委員長 北陸基礎開発(株) 建設 

副支部長 梶川 明美 事業委員 梶川技術士事務所 情報工学・総監

幹事 山本 尚三 広報委員 山本金属表面技術士事務所 金属・総監 

幹事 古村 崇 広報委員 (株)フルテック 建設・総監 

幹事 天坂 豊治 総務委員 ＮｉＸ ＪＡＰＡＮ(株) 建設 

幹事 藤木 良一 事業委員 舘下コンサルタント(株) 建設 

幹事 広田 史子 広報委員 広田技術士事務所 森林 

幹事 二口 忠 総務委員 (株)中部設計 衛生工学 

幹事 竹沢 良治 青年委員 富山県土地改良事業団体連合会 農業・総監 

幹事 山中 久生 事業委員長 富山県 建設 

幹事 村尾 英彦 青年委員 (株)村尾地研 建設 

幹事 大門 健一 事務局/総務委員長 ＮｉＸ ＪＡＰＡＮ(株) 建設・総監 

幹事 藤本 一行 青年委員長 丸新志鷹建設（株） 建設 

幹事 坂本 勲雄 青年委員 北電技術コンサルタント(株) 建設 

幹事 中垣 勝敬 青年委員 ＹＫＫ(株) 機械 

幹事 山崎 裕造 会計監事 (株)建成コンサルタント 建設・総監 
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２．2022 年度事業報告  

2.1 支部活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 支部の会合 

 
年次大会 

（全体会合）
役員会 委員会 

講演会 
見学会 

その他 計 

回数 1 3 0 3 4 11 

 

実施日 内容 会場・参加者 

4 月 22 日(金) 技術士制度講習会（富山県立大学） 

（1）技術士資格の紹介 

（2）技術士資格の取得には 

（3）第一次試験の概要 

（4）日本技術士会北陸本部富山県支部の紹介 

富山県立大学 

・聴講者：22 名 

・技術士会参加者： 

2 名 

 
5 月 16 日(月) 第 1 回役員会 

（1）今年度の年次大会報告書案、活動計画案について

（2）北陸本部年次大会（富山開催） 

（3）富山県支部年次大会、第 37 回講演会について 

（4）富山県支部設立 10 周年記念事業について 

（5）富山県庁技術士会設立について報告 

（6）その他 

電気ビルディング 

・参加者 14 名 

 

7 月 22 日(金) 2022 年次大会・第 37 回講演会 

 ・「半導体産業の現状報告」 

   タワーパートナーズセミコンダクター（株） 
 渡邉 博英 氏 

・「情熱は伝播する！」 

   トレボー株式会社 代表取締役社長 
                 中山 安治 氏 
 ・「スマートセンサで何ができるのか？」 
   富山大学都市デザイン学部 副学部長 教授 
                 堀田 裕弘 氏 

ホテルグランテラス富山 

・参加者 75 名 

（うち、一般参加者 

20 名） 

 

① 地域本部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・年次大会を 2022 年 7 月 22 日（金）に開催した。 

・支部長を含め 18 名で構成する役員による富山県支部役員会を 3 回開催した。 

② 行事 

・7 月 22 日に第 37 回講演会（参加者 75 名）を、12 月 12 日に 10 周年記念講演会（参加者 150

名）を会場と WEB のハイブリットで開催した。 

③その他 

・富山県の後援の下、「河川シミュレーションソフト iRIC 講習会」を 11 月 17 日に開催した。

・2022 とやま若手技術士交流会を 11 月 15 日に開催した。 

・技術士制度の関する説明活動として、富山県立大学に 4 月 22 日、富山大学に 2 月 8 日に説

明会を開催した。 

・2 月 10 日に富山県との意見交換会を実施した。 
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実施日 内容 会場・参加者 

9 月 26 日(水) 第 2 回役員会 

（1）富山県支部 10 周年記念講演会について 

（2）2022 とやま若手技術士交流会について 

（3）富山県支部運営の手引きの改定 

新日本コンサルタント 

Zoom 併用 

・参加者 12 名 

 
11月15日（火） 2022 とやま若手技術士交流会 

 ・「技術士資格の活用について」 
   富山県土木部港湾課主任  竹田 広希 氏 

富山県民会館  

・参加者 12 名 

（うち、一般参加者 

       4 名） 

11月17日(木) 河川シミュレーションソフト iRIC 講習会 

  ・講師：富山大学都市デザイン学部  
教授 木村 一郎 氏 

NIX ビル大ホール 

・参加者 12 名 

12月12日(土) 10 周年記念講演会 

・「AI は未来社会にどのように貢献するのか？」 

     北海道大学大学院情報科学研究院 

 教授  山本 雅人 氏 

・「インクルーシブ社会を目指して ～ソーシャル

インクルージョンと SDGｓのまちづくり～」 

      社会福祉法人恩賜財団済生会 

理事長 炭谷 茂  氏 

ホテルグランテラス富山

Zoom 併用開催 

・参加者 150 名 

（うち、一般参加者 

75 名） 

 

1 月 31 日（火） 第 3 回役員会 

（1）役員改選等に伴う新年度からの運営について 

（2）富山県との意見交換会について 

（3）富山大学 JABEE の活用と技術士制度説明会 

（4）その他 

新日本コンサルタント 

・参加者 14 名 

 

2 月 8 日(水) JABEE 制度の活用と技術士制度説明会（富山大学） 

（1）JABEE 制度の活用と技術士制度  

富山県支部事務局  大門 健一 

（2）体験談発表 「現役技術士の活躍状況」 

① ファスナー製造設備の設計における技術士保有の

有用性 

          ＹＫＫ（株） 若林 尚貴 氏 

② JABEE 制度活用例－建設コンサルタントの事例 

   （株）新日本コンサルタント 荒井 秀和 氏 

富山大学 

Zoom 併用開催 

・聴講者：43 名 

・技術士会参加者： 

5 名 

2 月 10 日（金） 

 

 

富山県との意見交換会 

 

富山県民会館 

・富山県：6名 

・技術士会参加者： 

8 名  
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2.3 委員会活動 

(１)総務委員会 [総務、会規、情報交流] 

・本会の秩序・信用の維持、運営管理及び会員の顕彰に関する事項 

・富山県支部における連絡・事務全般 

・北陸本部との連絡調整 

・年次大会、講演会等の準備、会場手配、運営 

・富山県との意見交換会など 

・ホームページの活用に関わる企画、立案及び維持管理 

 

(２)事業委員会 [CPD 研修、見学、講演会、研修] 

・技術士の研修及び技術系人材の育成に関する企画、実施に関する事項 

・技術士 CPD 推進のための研鑽、講演会等諸行事の調査・企画・運営。講演会における講師及び

テーマの選定、交渉 

・所属会員による発表(CPD) 

・事務局との連絡調整 

・来賓の接待など 

 

(３)業務委員会 [活用促進・業務斡旋・広報・開業支援] 

・主に技術士会以外の組織や一般の方々に対し、技術情報の発信、指導、教育、相談などを通じ

て貢献し、地域経済や産業の発展に寄与する 

・技術士制度と技術士会の PR 

・活用促進：技術士業務の活用促進支援。業務受諾の検討、紹介。 
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３．2022 年度決算報告  

2022 年度収支決算（2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日まで） 
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４．2023 年度事業計画  

4.1 支部行事、事業等 

実施予定時期 内容 会場 

5 月 17 日（水） 第 1 回役員会 富山電気ビルディング 

5 月 26 日（金） 富山県立大学への技術士制度の説明会 [広報] 富山県立大学 

7 月 19 日（水） 富山県支部年次大会・第 39 回講演会 [総務・事業] ホテルグランテラス富山

9 月頃 第 2 回役員会 未定 

9 月頃 ミニ講演会 [総務] 未定 

9 月頃 富山大学への JABEE 活用と技術士制度説明会 [総務] 

（新入生対象） 

未定 

10 月頃 2023 とやま若手技術士交流会 [青年] 未定 

10 月頃 第 40 回講演会 [事業] 未定 

11 月頃 河川シミュレーション iRIC 講習会第 2 弾 

(富山県連携事業) 

未定 

12 月頃 第 3 回役員会 未定 

1 月頃 第 41 回講演会 [事業] 未定 

1 月頃 富山大学への JABEE 活用と技術士制度説明会 [総務] 

（卒業生、修了生対象） 

未定 

2 月頃 富山県との意見交換会 [総務] 未定 

3 月下旬 富山大学 JABEE 修了書授与 未定 

※   ：今年度新規取組み 

 

4.2 関連行事 

実施予定時期 内容 会場 

6 月 30 日（金） 

7 月 1 日（土） 

北陸本部 年次大会・見学会 

 

金沢市 

9 月頃 北東 3 地域本部技術士交流研修会 北海道（予定） 

10 月頃 第 49 回技術士全国大会（中部本部）  

 

4.3 その他事業 

〇会報の発刊 

今年度 2 回会報の発刊を計画。 

 

〇支部ホームページの運営、改良 

支部のホームページについてこれまで通り、運営するとともに、改良を検討予定。 
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4.4 委員会活動 

(１)総務委員会 [総務、会規、会計、情報交流]          委員長：大門 健一 

【活動方針】 

技術士同士が強い連帯感を持ち、個々の技術研鑽に裏付けられた技術情報の共有をはかり、

社会的課題の解決に向かっていく。このため、“行動する日本技術士会”として、技術士制度

の普及、社会に向けての情報発信、社会貢献活動の実施のほか、富山県支部全体の取組みを北

陸本部と連携・調整しながら、実施を支援していく。 

 

【所掌】 

・本会の秩序・信用の維持、運営管理及び会員の顕彰に関する事項 

・北陸本部との連絡調整 

・年次大会、講演会等の準備、手配、運営 

・ホームページ、SNS の活用に関わる企画、立案及び維持管理 

 

【今年度活動事業】 

・富山県支部年次大会 

・富山大学への JABEE 活用と技術士制度説明会 

・富山県との意見交換会 

・ミニ講演会 

 
 

(２)事業委員会 [CPD 研修、見学、講演会、研修]          委員長：山中 久生 

【活動方針】 

社会的課題の解決に向けての技術情報の共有をはかり、“行動する日本技術士会”の技術基

礎の構築を目指す。このため、技術研鑽（CPD）に資する事業として、教育活動事業を企画し、

実践していく。 

 

【所掌】 

・技術士の研修及び技術系人材の育成に関する企画、実施に関する事項 

・技術士 CPD 推進のための研鑽、講演会等諸行事の調査・企画・運営 

・技術士 CPD の啓発 

・地域本部及び他団体と共催する事業の企画・運営 

 

【今年度活動事業】 

・講演会（第 39 回～第 41 回） 

・河川シミュレーション iRIC 講習会第 2 弾 
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(３)広報委員会 [活用促進・業務斡旋・広報・開業支援]       委員長：櫻井 幹郎 

【活動方針】 

“行動する日本技術士会”の活動を内外に見える化していく。富山県支部の諸活動を会員相

互へ情報発信するとともに、技術士制度の普及説明会や技術士の技術力を生かした社会貢献活

動の検討・普及を行う。 

 

【所掌】 

・技術士業務の活用促進支援、業務受諾の検討、紹介 

・技術士制度・試験制度の普及啓発、JABEE 制度の広報 

・支部会報の企画・編集・発行 

 

【今年度活動事業】 

・富山県立大学への技術士制度説明会 

・会報の発刊検討 

 
 

(４)【新設】青年委員会 [青年技術士の研修・交流、若手会員拡大]  委員長：藤本 一行 

【活動方針】 

持続的に“行動する日本技術士会”としてあるために、若手技術者の交流拡大、男女共同参

画推進により、持続可能な会の基盤づくりを図っていく。富山県内の技術者の技術向上、交流

を図る事業の企画、実施を行っていく。 

 

【所掌】 

・事務局及び上記各委員会の支援 

・若手技術者を対象とした企画の立案、実施 

・男女共同参画推進に関する事項 

 

【今年度活動事業】 

・2023 とやま若手技術士交流会 
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５．2023 年度予算  

2023 年度収支予算（2023 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日まで） 

 



The Institution of Professional Engineers,Japan,Toyama

公益社団法人 日本技術士会北陸本部富山県支部

2022年度 活動報告

１．2022年度の活動概要

The Institution of Professional Engineers,Japan,Toyama 1

2022年度は以下のような活動を行いました。
参加者数実施日内容

年次大会35名
講演会75名

7月22日2022年次大会・第37回講演会講演会

150名12月12日10周年記念講演会

12名11月17日河川シミュレーションiRIC講習会講習会・交流会

12名11月15日2022とやま若手技術士交流会

14名2月10日富山県との意見交換会意見交換会

24名4月22日技術士制度講習会
（富山県立大学）

広報・説明会

48名2月8日JABEEの活用と技術士制度説明会
（富山大学）

年次大会53名
見学会29名

7月1日、2日北陸本部年次大会及び見学会北陸本部行事
（富山県開催）

54名6月23日第7回防災講演会

35名7月30日拡大青年技術士交流委員会議

２．2022年次大会・第37回講演会

The Institution of Professional Engineers,Japan,Toyama 2

• 開催日 ：2022年7月22日
• 会場：ホテルグランテラス富山

（ハイブリット開催）
• 参加者数： （年次大会）35名

（講演会） 75名

２．第37回講演会

The Institution of Professional Engineers,Japan,Toyama 3

講演１
「半導体産業の現状報告」

タワーパートナーズ
セミコンダクター（株）

渡邉 博英 氏

半導体産業の現状として日本企業
が世界の競争の中で負けている現状
などの紹介をいただいた。



２．第37回講演会

The Institution of Professional Engineers,Japan,Toyama 4

講演２
「情熱は伝播する！」

トレボー株式会社
代表取締役社長

中山安治氏

酒屋を営まれ、ワイナリーを作
るまでの経験談、ワイナリーの概要
説明などを説明いただいた。これま
での経験に基づく、心構えや行動に
つながる判断基準などについて熱く
語っていただいた。

２．第37回講演会

The Institution of Professional Engineers,Japan,Toyama 5

講演３
「スマートセンサで何ができるのか？」

富山大学都市デザイン学部
副学部長 教授

堀田裕弘氏

スマートセンサを用いた計測事例
の紹介を基に、スマートセンサを活
用したウェルビーイングの実現につ
いての方法論について説明をいただ
いた。

0.0% 5.7%
9.4%

54.7%

30.2%

1 2 3 4 5
N=53

２．第37回講演会

The Institution of Professional Engineers,Japan,Toyama 6

講演会参加者の専門分野 講演会の満足度

講演会の総括

参加者のアンケートにおいて、
満足度が平均4.09（5点満点）であ
り、高い評価が得られた講演会で
あった。

（※「5」が最も高い）

【主な評価コメント】
・会員、産業、学術と今回の講演内容も幅
広いテーマで大変勉強になりよかったです。

・半導体産業の実態を、携わっていらしゃ
る人から直接伺うことができ、良かった。

・情熱は伝播する の話を聞き、自分を奮
い立たすことができ良かった。

・何れの講演も実績・実体験によるもので
とても迫力があり，興味を引く内容だった。

1
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1
32
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1
2
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機械

電気電子
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建設

上下水道

衛生工学

農業

情報工学

応用理学

原子力・放射線

N=47
複数回答

（総合技術監理除く）

３．10周年記念講演会
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• 開催日 ：2022年12月12日
• 会場：ホテルグランテラス富山

（ハイブリット開催）
• 参加者数： 150名



３．10周年記念講演会
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・来賓あいさつ
日本技術士会 会長 寺井 和弘 氏

・祝辞
富山県土木部長（代理） 次長 金谷 英明 氏

・富山県支部設立10年のふりかえり
富山県支部事務局長 市森 友明

日本技術士会会長あいさつ 祝辞

３．10周年記念講演会
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講演１
「AIは未来社会にどのように貢

献するのか？」

北海道大学
大学院情報科学研究院

教授 山本 雅人氏

AIの根本原理やトピックについて説
明をしていただいた後、最新の事例と
して、動物見守りや手話自動翻訳など
について紹介をいただいた。

３．10周年記念講演会
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講演2
「インクルーシブ社会を目指して
～ソーシャルインクルージョンとSDGｓのまちづくり～」
社会福祉法人恩賜財団済生会理事長 炭谷 茂 氏

障害者や刑務所出所者など社会から孤立した人の社会参加が進まな
い課題について説明をしていただいた後、世界的に日本はソーシャル
インクルージョンが遅れている現状が提示され、課題解決に向けて取
り組まれている事柄について紹介をいただいた。

0.0% 2.0% 11.1%

30.3%56.6%

1 2 3 4 5
N=99
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講演会参加の年齢構成 講演会の満足度

講演会の総括

（※「５」が最も高い）

【主な評価コメント】
・AIによる新たな利用の可能性について
知ることができ、必要不可欠な技術に
なるものと感じました。

・「自分も技術士である前に一人の人間
である」という感性が大事だと思った。

・今回のような広範な話題での講演を、
今後もお願いしたい。

幅広い年齢層からの参加が得ら
れた。

参加者のアンケートにおいて、
満足度が平均4.41（5点満点）であ
り、高い評価が得られた講演会で
あった。

広範囲の話題設定への評価が見
られた。



４．河川シミュレーションソフトiRIC講習会
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• 開催日時：２０２２年１１月１７日 10:00～15:20
• 会場 ：NiXビル １階大ホール
• 参加者数：１２名
• 講師 ：富山大学都市デザイン学部 教授 木村一郎 氏

富山県後援事業

【プログラム】
・iRICの概要、地形データの作成・読み込み
・モデル構築、境界条件・入力条件の設定、解析の実施
・計算結果の出力(可視化)方法、計算結果のキャリブレーション方法
・実習

0.0% 0.0%

14.3%

42.9%

42.9%

1 2 3 4 5
N=53

４．河川シミュレーションソフトiRIC講習会
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講演会の参加動機 講演会の満足度
（※「５」が最も高い）

【主な評価コメント】
・数少ないiRICに関する講習会を直接木
村先生から講義頂けて良かったす。

・非常に講義時間が短いと感じた。教科
書通りの作業だけでなく、活用例や納
品事例など、実際の業務に参考になる
内容についてもっと知りたかった。

・iRICの別のソルバーについても解説い
ただけるとありがたい。

河川関連に従事している実務者
からの参加が得られた。

参加者のアンケートにおいて、
満足度が平均4.29（5点満点）であ
り、高い評価が得られた講習会で
あった。

継続講習の要望もあった。

講習会の総括
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講演会のテーマに興味が

あった

知識の習得のため

仕事上に役立てたい

ＣＰＤ取得のため

その他

N=7
複数回答

５．2022とやま若手技術士交流会
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• 開催日時：２０２２年１１月１５日 17:30～18:30
• 会場 ：富山県民会館
• 参加者数：１２名

【プログラム】
・講演「技術士資格の活用について」

富山県土木部港湾課主任 竹田広希 氏

16.7%

83.3%

0.0% 0.0%

参加したい 機会があれば参加したい

改善されれば参加したい 参加しない

N=6

５．2022とやま若手技術士交流会
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今後の参加意向

参加者12名中、会員以外からの参
加者が6名あり、定例の講演会で参
加しづらい若い年齢層の技術者の参
加が見られたことは収穫であった。
継続的な開催で、若手の参加促進

につなげていきたいところである。

講習会の総括講演１
「技術士資格の活用について」

富山県土木部港湾課
主任 竹田 広希 氏

これまで技術士の資格についての思
いや他の技術系資格との比較を基に、
技術士の課題について問題提起をして
いただいた。



６．富山県との意見交換会
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• 開催日 ：2023年2月10日
• 開催場所：富山県民会館
• 参加者数：富山県 ６名

技術士会 ８名

【話題提供】
・富山県支部活動概要紹介
・富山県庁技術士会について

【意見交換】

６．富山県との意見交換会
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【意見交換会での主な意見】

・富山県庁技術士会を設立してみて、技術士で集まると、意
外と女性技術士が多いことが分かった。大変有意義な機会
が得られたと感じている。
・技術士の試験を受ける職員が少なくなってきているという感
じを受けるので、是非受験を促す取り組みを支援してもらえ
ると良い。
・受験制度の説明などについて支援していくことは可能である。

７．技術士制度講習会（富山県立大学）
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• 開催日 ：２０２２年４月22日
• 場所 ：富山県立大学
• 参加者数：24名

【プログラム】
・技術士資格の紹介
・技術士資格の取得には
・第一次試験の概要
・日本技術士会北陸本部富山県支部の紹介
・質疑応答

７．技術士制度講習会（富山県立大学）
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技術士取得への意欲技術士への興味

説明会の成果

今回の講習会を通じて、概ねの学生に「技術士を目指したい」という感
想をという感想を抱いてもらうことができた。また、「技術士になった後
の生活変化、手当、やるべき事をもっと詳しく知りたい」「日本技術士会
の実施されているセミナーや勉強会、動画などあれば是非利用させていた
だきたい」といった、より具体的な行動に繋げようとする意見もあった。

21

0 1

興味を持った 持たなかった わからない

N=22 21

0 1

目指したい 魅力を感じない わからない

N=22



８．JABEE制度の活用と技術士制度説明会
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• 開催日 ：２０２３年２月８日
• 場所 ：富山大学
• 参加者数：48名

JABEE認定（暫定含む）を受けてい
る都市デザイン学部の学生を対象とし
てJABEE認定の有用性についての説明
と技術士取得への契機づけに、技術士
からの体験記について話を行った。

８．JABEE制度の活用と技術士制度説明会

The Institution of Professional Engineers,Japan,Toyama 21

 ファスナー製造設備の設計における
技術士保有の有用性

YKK（株） 若林尚貴氏

現役技術士の活躍状況

 JABEE制度の活用例‐建設コンサル
タントの事例‐

（株）新日本コンサルタント 荒井秀和氏

17.4%

52.2%

30.4%

全く知らなかった

説明会前から技術士・技術士補の名称は知っ

ていたが、制度の内容については知らなかった
説明会前から名称、制度の内容まで知っていた

材料デザイン

工学科4年, 12

材料機能工学

大学院2年, 6

理工学研究科

大学院1年, 2

都市・交通デザイン

工学科4年, 2

８．JABEE制度の活用と技術士制度説明会
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参加者の状況 技術士の認知状況
都市デザイン学部の4年生と大学

院2年生の生徒が主に参加していた。

技術士の認知状況

技術士制度についての認知度は、
「聞いたことがある」程度にとどまっ
ており、認知度を上げることが必要な
状況であった。

参加者の学科・学年構成

N=23

N=23

0% 20% 40% 60%

①技術士補の登録方法

②技術士第二次試験における実

務経験の年数などの受験資格

③技術士第二次試験の受験する

技術部門の選び方

④企業における技術士の活躍や

処遇の実態

⑤同じ技術部門の技術士の話

⑥他分門の技術士の話

⑦女性技術士の話

⑧技術士資格取得を奨励する企

業の経営者や人事担当者の話

⑨その他

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
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11
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①技術士資格の理解

②試験免除

③登録

④受験資格

⑤部門

⑥資格奨励

⑦ 企業内技術士

前から知っていた 今回の説明会で理解できた

今でもよく理解できていない

８．JABEE制度の活用と技術士制度説明会
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参加者の聞きたい情報講義の理解度

説明会の成果
技術士制度等について聞きたい情報

としては、企業での活躍や処遇の実態、
受験に関する情報であり、今回の説明
である程度理解は得られたと考える。

N=23（複数回答）

N=23


